
改
選
後
の
初
議
会
を
開
催

平
成

年
第
２
回
臨
時
会
は
、
５
月

日
に
開
会
し
、
議
会
の
役
職
人
事
を
決
定
し

ま
し
た
。
正
副
議
長
に
は
選
挙
の
結
果
、
議
長
に
上
田
登
議
員

緑
政
会

を
、
副
議

長
に
喜
多
英
男
議
員

一
新
会

を
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
構

成
や
正
副
委
員
長
の
互
選
を
行
っ
た
ほ
か
、城
南
市
町
村
税
滞
納
整
理
組
合
議
会
議
員
、

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長

か
ら
提
案
さ
れ
た
専
決
処
分
承
認
案
件
と
副
市
長
、
議
会
選
出
の
市
監
査
委
員
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

市
議
会
議
員
選
挙
後
の
初

め
て
の
議
会
と
な
っ
た
臨
時

会
で
は
主
に
議
会
役
職
人
事

な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
議
長
選
挙
で
は
、

投
票
の
結
果
、
上
田
登
議
員

票
、
井
上
薫
議
員
４
票
、

次
田
典
子
議
員
１
票
と
な

り
、
上
田
登
議
員
（

）

三
山
木
小
坂

が
選
出
さ

れ
、
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、

副
議
長
選
挙
で
は
、
投
票
の

結
果
、喜
多
英
男
議
員

票
、

次
田
典
子
議
員
１
票
と
な

り
、
喜
多
英
男
議
員
（

）

薪
里
ノ
内

が
選
出
さ

れ
、
就
任
し
ま
し
た
。

３
つ
の
常
任
委
員
会
で

は
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員

長
に
塩
貝
建
夫
議
員
（
共
産

党
）
、
同
副
委
員
長
に
山
下

勝
一
議
員

（
緑
政
会
）
、

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
委
員

長
に
小
林
喜
代
司
議
員
（
一

新
会
）
、
同
副
委
員
長
に
南

部
登
志
子
議
員
（
緑
政
会
）
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会
委
員

長
に
井
上
公
議
員
（
緑
政

会
）
、
同
副
委
員
長
に
松
村

博
司
議
員
（
一
新
会
）
が
そ

れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
で
は
、
議
会

広
報
編
集
発
行
の
た
め
広
報

編
集
特
別
委
員
会
を
設
置
す

る
こ
と
を
決
め
、
委
員
長
に

増
富
理
津
子
議
員
（
共
産

党
）
、
同
副
委
員
長
に
南
部

登
志
子
議
員
（
緑
政
会
）
が

就
任
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

議
員
か
ら
委
員
定
数
を

人

に
改
正
す
る
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
が
提
案
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
た
後
、
委

員
長
に
山
下
勝
一
議
員
（
緑

政
会
）
、
同
副
委
員
長
に
塩

貝
建
夫
議
員
（
共
産
党
）
が

就
任
し
ま
し
た
。
（
各
委
員

会
構
成
は
下
表
）

そ
の
他
役
員
人
事
と
し

て
、
城
南
市
町
村
税
滞
納
整

理
組
合
議
会
議
員
に
議
長
の

指
名
推
選
に
よ
り
、
櫻
井
立

志
議
員
（
公
明
党
）
を
、
京

都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員
は
議
長
の
指

名
推
選
に
異
議
が
あ
っ
た
た

め
、選
挙
を
実
施
し
た
結
果
、

米
澤
修
司
議
員
（
民
主
党
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
人
事
案
２
件
が

提
案
さ
れ
、

監
査
委
員
の

選
任

は
、
市
田
博
議
員
（
一

新
会
）
を
、

副
市
長
の
選

任

は
、
現
副
市
長
の
廣
野

信
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
同
意
し
ま

し
た
。

ま
た
、
市
長
か
ら

市
税

条
例
の
一
部
改
正

な
ど
４

件
の
専
決
承
認
案
が
提
案
さ

れ
、
承
認
し
ま
し
た
。

市
議
会
役
職

人
事
が
決
定

監
査
委
員
に

市
田
博
議
員

専

決

処

分

全

て

承

認

市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
か

ら
市
政
の
発
展
と
議
会
活
動

に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
の

臨
時
会
で
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
議
長
、
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と

も
に
、
そ
の
責
任
と
重
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
も
と

よ
り
微
力
の
私
ど
も
で
あ
り

ま
す
が
、
初
心
に
帰
り
市
民

の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、

市
政
に
反
映
す
べ
く
全
精
力

を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。さ

て
、
市
政
を
取
り
ま
く

状
況
は
、地
方
分
権
の
進
展
、

少
子
高
齢
化
社
会
な
ど
新
た

な
行
政
需
要
が
増
加
し
、
ま

す
ま
す
複
雑
化
、
多
様
化
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映

さ
せ
た
先
駆
的
な
施
策
や
地

域
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
本
市
の
財
政
状
況

は
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
議
会
と
し
て
、
市

民
福
祉
の
増
進
を
目
標
に
、

限
り
あ
る
財
源
を
有
効
活
用

し
、
施
策
の
効
果
が
最
大
限

得
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も

厳
正
公
平
な
審
議
に
徹
し
、

行
政
と
緊
密
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
市
政
の
発
展
と
効

率
的
で
円
滑
な
議
会
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
方

に
は
、
な
お
一
層
ご
指
導
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

議 長 上田 登

副議長 喜多 英男

年（平成 年） 月 日


